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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・外舘　壽子様～東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

【転出】
・中村　豊様～西病棟へ転出となる。

・山地　広人様～西病棟へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・角谷　寿美様～1/25～クエチアピン錠１２．５ｍｇ 2 錠 朝昼追加

・小笠原 芳明様～主治医へ採血結果報告。CK緊急値で有るも食事摂取している事や意識レベル
改善していることから経過観察の指示有り。
[bookmark: _GoBack]・塚本 倉藏様～自排尿無い際導尿指示、ミトン着用指示頂く。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中、他室侵入繰り返
し早めに開放観察終了としている。自室内では不穏、興奮なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。開放観察中、他者トラブルや不穏、興奮なく落ち着いて過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。自室ドアを叩きスタッフコール頻回となることあるも、午後は比較的静かに経過されている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・寺井　のり子様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。体動あるも、ライントラブルなし。拘束部位の循環障害、皮膚トラブル無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年1月24日　13：20　
　氏　　名：外舘　壽子様（とだて　としこ）様
　生年月日：昭和27年4月13日(72歳)
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　八戸市内にて次女と孫2人の4人とで暮らしている。夫は数年前
 に死別。これまで、物忘れや認知機能の低下は特段気にせずに生活
 してきたが、R7年1月になった頃より、次女に対して物盗られ妄想を
 抱き、易怒的な態度をとるようになった。以前より金銭に対する執
 着が強い人ではあったが、ここ1ヶ月程で、通帳等の貴重品を探せ
 ないことが増え、その際に次女に通帳やお金を盗られたと言ったり
 「借金してるんでしょ？」（そのような事実はないのに）と言った
 りするようになった。半年程前にも同様の事をいうことがあったが
 その時には次女が訂正すると聞き入れることができていたが、現在
 は次女の話は全く聞き入れず、易怒的な態度をとってくる。また、
 自宅内に家族しかいないにも関わらず、「家族以外の人がいる」と
 言って急に部屋に入ってきたり、「近所の人に悪く言われているよ
 うな気がする」（そのような事実はなく、近所の人との関係も悪く
 ない）と話したりするようになっている。幻視や幻聴がある様子は
 みられない。家族以外の人や長女へは易怒的になることはなく、主
 に次女が妄想や攻撃性の対象となっている。自身の身の回りのこと
 は問題なくできているが、妄想が出現し始めた同時期より突然それ
 でやっていた家事を「やらない！」と言い出し、それでいて次女が
 これまで本人がしていた家事をやっていると怒り出すこともある。
 現在は次女の介入へ拒否的であり、通院の付き添いも次女→長女が
 行っている。自室にこもりがちになって、他者を入れる事も拒否的
 であるため、服薬の状況も確認はできていない。かかりつけの労災
 病院へ相談したところ、当院への相談を勧められる。次女への妄想、
 易怒性の亢進、介入拒否から同居の継続が困難となってきており、
 当院での入院治療の希望あり。
  上記経過から家族同意を経て東病棟Cユニットへ医療保護入院となる
